
(57)【要約】

【課題】作業者が非力であっても、カプセルを構成する

各パーツ同士を確実に密閉することができるカプセル型

医療機器を、提供する。

【解決手段】一端が閉じた円筒形状を有する胴部１０１

の開口端の内縁には段差が設けられている。同様に、一

端が閉じた半球状ないし円筒状の透明カバー１０２の開

口端の外縁には、胴部の段差と同幅の段差が設けられて

いる。胴部１０１は、透明カバー１０２よりも線膨張係

数が大きい材料から構成されている。胴部１０１及び透

明カバー１０２を互いに分離した状態で体腔内温度の環

境に置いた場合には、胴部１０１の段差の内周面の内径

は、透明カバー１０２の外周面の外径よりも小さい。

【選択図】　　図２

JP 2006-230680 A 2006.9.7



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 へ の 導 入 を 可 能 と す る た め に 医 療 用 装 置 を カ プ セ ル に よ っ て 密 封 し た カ プ セ ル 型
医 療 機 器 で あ り 、
　 前 記 カ プ セ ル は 、 一 端 が 閉 じ た 筒 形 状 を 有 す る と と も に 開 口 端 の 内 縁 に 段 が 設 け ら れ て
い る 第 １ 部 品 と 、 こ の 第 １ 部 品 の 材 料 と は 線 膨 張 性 係 数 が 異 な る 材 料 か ら 形 成 さ れ 、 一 端
が 閉 じ て い る 形 状 を 有 す る と と も に 前 記 第 １ 部 品 の 段 に 嵌 り 込 ん だ 段 が 他 端 の 外 縁 に 設 け
ら れ て い る 第 ２ 部 品 と か ら な り 、
　 体 腔 内 と 同 じ 温 度 環 境 下 で 相 互 に 分 離 し た 状 態 に お い て は 、 前 記 第 １ 部 品 の 前 記 段 の 内
周 面 の 内 径 が 、 前 記 第 ２ 部 品 の 前 記 段 の 外 周 面 の 外 径 よ り も 小 さ い
こ と を 特 徴 と す る カ プ セ ル 型 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 部 品 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 が 前 記 第 ２ 部 品 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 よ り も 大 き く 、 こ
れ ら 第 １ 部 品 及 び 第 ２ 部 品 を 体 腔 内 と 同 じ 温 度 よ り も 加 熱 し た 状 態 で 、 前 記 第 １ 部 品 の 段
差 に 前 記 第 ２ 部 品 の 段 差 が 嵌 め 込 ま れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 部 品 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 が 前 記 第 ２ 部 品 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 よ り も 小 さ く 、 こ
れ ら 第 １ 部 品 及 び 第 ２ 部 品 を 体 腔 内 と 同 じ 温 度 よ り も 冷 却 し た 状 態 で 、 前 記 第 １ 部 品 の 段
差 に 前 記 第 ２ 部 品 の 段 差 が 嵌 め 込 ま れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 期 第 １ 部 材 は 、 一 端 が 閉 じ た 円 筒 形 状 を 有 し 、
　 前 期 第 ２ 部 材 は 、 回 転 体 形 状 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 部 品 は 、 一 端 が 閉 じ た 円 筒 形 状 を 有 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 機 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ 部 品 は 、 半 球 面 状 の 外 面 を 有 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の カ プ セ ル 型 医 療 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 患 者 の 体 腔 内 に 導 入 さ れ て 検 査 又 は 治 療 の た め の 各 種 動 作 を 行 う カ プ セ ル 型
医 療 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 カ プ セ ル 型 医 療 機 器 は 、 患 者 の 身 体 を 切 開 す る こ と な く 、 患 者 の 消 化 管 や そ の 近 傍 の 器
官 に 接 近 す る こ と が で き る の で 、 様 々 な 検 査 や 治 療 の た め に 、 様 々 な 種 類 の も の が 実 現 さ
れ て い る 。 例 え ば 、 内 視 鏡 的 診 断 、 治 療 の 分 野 に お い て は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 が 用 い ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 対 物 光 学 系 及 び 撮 像 素 子 と の 組 合 せ か ら な る と と も に 被 検 者
の 体 腔 内 を 撮 像 す る こ と に よ っ て 画 像 信 号 を 生 成 す る 撮 像 装 置 と 、 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ か ら な る
と と も に 撮 像 装 置 に よ っ て 撮 像 さ れ る 範 囲 に 対 し て 照 明 光 を 照 射 す る 照 明 装 置 と 、 撮 像 装
置 に 対 す る 制 御 信 号 を 受 信 し た り 撮 像 装 置 が 被 写 体 を 撮 像 す る こ と に よ っ て 得 ら れ た 画 像
信 号 を 搬 送 波 に 乗 せ て 送 信 す る 送 信 装 置 と 、 こ れ ら の 装 置 を 制 御 す る 制 御 回 路 と 、 こ れ ら
装 置 に 含 ま れ る 回 路 及 び 制 御 回 路 に 駆 動 電 流 を 供 給 す る バ ッ テ リ ー と を 、 カ プ セ ル に よ っ
て 液 密 に 覆 っ た 構 成 を 有 し て い る 。 こ の よ う な 構 成 を 有 す る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 照 明 装
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置 に よ っ て 患 者 の 体 腔 内 を 照 明 し な が ら 、 撮 像 装 置 に よ っ て 体 腔 内 を 撮 像 し 、 撮 像 に よ っ
て 撮 像 装 置 が 出 力 し た 画 像 信 号 を 送 信 装 置 が 無 線 送 信 す る 。 す る と 、 患 者 の 体 外 に 設 置 さ
れ て い る プ ロ セ ッ サ 装 置 が 、 こ の 画 像 信 号 を 受 信 し 、 こ の 画 像 信 号 に 基 づ い た 画 像 を デ ィ
ス プ レ イ 上 に 表 示 す る の で あ る
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ １ ０ ３ ９ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な カ プ セ ル 型 医 療 機 器 に お い て 、 カ プ セ ル は 、 そ の 内 部 に 各 種 装 置 や 回 路 を 内
臓 す る 都 合 上 、 複 数 個 の パ ー ツ に 分 割 さ れ た 形 態 に 成 形 さ れ 、 そ の 内 部 に こ れ ら 装 置 や 回
路 を 組 み 込 ん だ 状 態 で 、 相 互 に 接 合 さ れ る こ と に よ っ て 、 所 謂 カ プ セ ル 型 の 形 状 と な る 。
こ の 際 、 内 蔵 す る 各 種 装 置 や 回 路 を 体 腔 内 の 環 境 か ら 保 護 す る た め に 、 カ プ セ ル を 構 成 す
る 各 パ ー ツ 同 士 を 、 液 密 に 密 閉 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の カ プ セ ル 型 医 療 機 器 に 用 い ら れ る カ プ セ ル で は 、 各 パ ー ツ 同 士 の
接 合 し ろ は 、 嵌 め 合 い 構 造 や 、 ネ ジ 構 造 の 形 状 と な っ て は い る が 、 両 者 間 の 密 閉 は 、 接 着
剤 の 充 填 か 、 ネ ジ 山 同 士 又 は 嵌 ま り 合 う 溝 同 士 の 圧 着 に よ る 効 果 を 期 待 し た も の に 過 ぎ な
か っ た 。 そ の た め 、 接 着 剤 の 充 填 に よ る 場 合 に は 、 接 着 剤 の 塗 布 ム ラ や 接 着 剤 の 経 年 劣 化
に 起 因 し て 、 各 パ ー ツ 間 や 各 パ ー ツ と 接 着 剤 と の 間 に 隙 間 が 生 じ て し ま う 可 能 性 が 高 い 。
ま た 、 ネ ジ 山 同 士 を 圧 着 さ せ る 場 合 に は 、 ね じ 込 み 作 業 を 行 う 作 業 者 が 非 力 な 場 合 に は 、
密 閉 が 不 十 分 で あ る こ と も あ り 得 る 。 同 様 に 、 溝 同 士 の 圧 着 に よ る 場 合 も 、 作 業 者 が 非 力
な 為 に 各 パ ー ツ 同 士 の 嵌 合 が 不 十 分 で あ れ ば 、 密 閉 が 不 十 分 と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 作 業 者 が 非 力 で あ っ て も 、 カ プ セ ル を 構 成 す る 各 パ ー ツ 同 士 を 確 実
に 密 閉 す る こ と が で き る た め 、 患 者 の 体 腔 内 で 分 解 し た り 体 液 が 侵 入 す る こ と の な い カ プ
セ ル 型 医 療 機 器 の 提 供 を 、 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 案 出 さ れ た 本 発 明 の カ プ セ ル 型 医 療 機 器 は 、 体 腔 内 へ の 導
入 を 可 能 と す る た め に 医 療 用 装 置 を カ プ セ ル に よ っ て 密 封 し た カ プ セ ル 型 医 療 機 器 で あ り
、 前 記 カ プ セ ル は 、 一 端 が 閉 じ た 筒 形 状 を 有 す る と と も に 開 口 端 の 内 縁 に 段 が 設 け ら れ て
い る 第 １ 部 品 と 、 こ の 第 １ 部 品 の 材 料 と は 線 膨 張 性 係 数 が 異 な る 材 料 か ら 形 成 さ れ 、 一 端
が 閉 じ て い る 形 状 を 有 す る と と も に 前 記 第 １ 部 品 の 段 に 嵌 り 込 ん だ 段 が 他 端 の 外 縁 に 設 け
ら れ て い る 第 ２ 部 品 と か ら な り 、 体 腔 内 と 同 じ 温 度 環 境 下 で 相 互 に 分 離 し た 状 態 に お い て
は 、 前 記 第 １ 部 品 の 前 記 段 の 内 周 面 の 内 径 が 、 前 記 第 ２ 部 品 の 前 記 段 の 外 周 面 の 外 径 よ り
も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る と 、 前 記 第 １ 部 品 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 が 前 記 第 ２ 部 品 の 材 料 の 線
膨 張 係 数 よ り も 大 き い 場 合 に は 、 こ れ ら 第 １ 部 品 及 び 第 ２ 部 品 を 体 腔 内 と 同 じ 温 度 よ り も
加 熱 す れ ば 、 前 記 第 １ 部 品 の 前 記 段 の 内 周 面 の 内 径 が 前 記 第 ２ 部 品 の 前 記 段 の 外 周 面 の 外
径 よ り も 大 き く な る 。 逆 に 、 前 記 第 １ 部 品 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 が 前 記 第 ２ 部 品 の 材 料 の 線
膨 張 係 数 よ り も 小 さ い 場 合 に は 、 こ れ ら 第 １ 部 品 及 び 第 ２ 部 品 を 体 腔 内 と 同 じ 温 度 よ り も
冷 却 す れ ば 、 前 記 第 １ 部 品 の 前 記 段 の 内 周 面 の 内 径 が 前 記 第 ２ 部 品 の 前 記 段 の 外 周 面 の 外
径 よ り も 大 き く な る 。 よ っ て 、 い ず れ に し て も 、 あ ま り 力 を 掛 け な く て も 前 記 第 １ 部 品 の
段 差 に 前 記 第 ２ 部 品 の 段 差 を 嵌 め 込 む こ と が で き る 。 そ の 状 態 か ら 温 度 が 低 下 又 は 上 昇 し
て 使 用 環 境 で あ る 体 腔 内 と 同 じ 温 度 と な る と 、 前 記 第 １ 部 品 の 前 記 段 の 内 周 面 の 内 径 が 、
前 記 第 ２ 部 品 の 前 記 段 の 外 周 面 の 外 径 よ り も 小 さ く な ろ う と す る の で 、 両 者 間 が 強 力 に 密
着 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 第 ２ 部 品 の 形 状 は 、 一 端 が 閉 じ て い る と と も に 他 端 の 外 縁 に 段 差 を 持
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っ た 回 転 体 形 状 で あ れ ば 良 い の で 、 円 柱 形 状 ， 円 筒 形 状 ， 半 球 形 状 ， 円 錐 形 状 を 取 り う る
が 、 そ の 内 部 は 、 凹 ん で い て も い な く て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る カ プ セ ル 型 医 療 機 器 に お い て は 、 作 業 者 が 非 力 で あ っ て も 、 カ プ セ ル を 構
成 す る 各 パ ー ツ 同 士 を 確 実 に 密 閉 す る こ と が で き る た め 、 患 者 の 体 腔 内 で 分 解 し た り 体 液
が 侵 入 す る こ と が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 以 下 に 説 明 す る 実 施 の 形 態 は 、 本
発 明 に よ る カ プ セ ル 型 医 療 機 器 を カ プ セ ル 型 内 視 鏡 と し て 適 用 し た も の で あ る が 、 カ プ セ
ル 内 に 収 容 さ れ る 装 置 や 回 路 の 種 類 如 何 は 本 発 明 の 要 素 で は な い の で 、 本 発 明 が カ プ セ ル
内 視 鏡 に 限 定 さ れ る と い う 趣 旨 で は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 こ の カ プ セ ル 内 視 鏡 １ の 内 部 構 成 を 表 す た め に そ の 中 心 軸 に 沿 っ た 縦 断 面 を 示
す 断 面 図 で あ る 。 な お 、 以 下 の 説 明 を 簡 単 に す る た め に 、 図 １ の 左 側 を 「 前 側 」 と し 、 図
１ の 右 側 を 「 後 側 」 と 定 義 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の カ プ セ ル 内 視 鏡 １ は 、 医 療 機 器 を 構 成 す る 各 回 路 部 品 を 収
納 す る 筒 状 の フ レ ー ム ２ ０ ， こ の フ レ ー ム ２ ０ 内 に 収 納 さ れ る 撮 像 ユ ニ ッ ト （ 観 察 手 段 ）
２ １ ， バ ッ テ リ ー ケ ー ス ２ ２ ， こ の バ ッ テ リ ー ケ ー ス ２ ２ の 後 端 面 に 実 装 さ れ た 送 信 回 路
（ 通 信 手 段 ） ２ ３ ， 及 び 、 電 源 ス イ ッ チ 回 路 （ 起 動 手 段 ） ２ ４ と 、 こ れ ら 各 部 品 を そ の 内
部 に 収 納 し て 保 護 す る た め の カ プ セ ル １ ０ と か ら な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 カ プ セ ル １ ０ は 、 後 端 部 が 半 球 状 に 閉 じ た 円 筒 形 状 を 有 す る 胴 部 １ ０ １ と 、 胴 部 １ ０ １
の 前 端 に 液 密 に 取 り 付 け ら れ た 半 球 状 （ 即 ち 、 一 端 が 閉 じ て い る 回 転 体 形 状 ） を 有 す る 透
明 カ バ ー １ ０ ２ と か ら な る 。 こ の 胴 部 １ ０ １ は 、 不 透 明 な 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る 。 ま た
、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ は 、 胴 部 １ ０ １ を 構 成 す る 材 料 よ り も 線 膨 張 係 数 が 低 い 透 明 材 料 か ら
な り 、 撮 像 ユ ニ ッ ト ２ １ の 対 物 光 学 系 ２ １ ２ か ら 被 写 体 ま で の 距 離 を 適 度 に 保 つ ド ー ム ポ
ー ト と し て の 役 割 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 胴 部 １ ０ １ の 内 周 面 に お け る 前 端 縁 近 傍 の 形 状 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 端 縁 に 向 か っ
て 二 段 階 に そ の 内 径 が 拡 大 す る 段 差 形 状 と な っ て い る 。 こ の 段 差 形 状 に お け る 最 も 前 端 縁
側 の 段 を 構 成 す る 内 周 面 を 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ と 称 し 、 こ の 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ よ り も 内 側 の
段 を 構 成 す る 内 周 面 を 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ と 称 す る 。 但 し 、 こ の 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ の 周 方 向
に お け る 一 部 （ 図 ２ に お け る 上 側 の 部 分 ） は 、 胴 部 １ ０ １ 自 体 の 軸 方 向 に 沿 っ て 第 １ 段 面
と 面 一 と な る ま で 堀 込 ま れ た キ ー 溝 １ ０ １ ｃ と な っ て い る 。 一 方 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 外
周 面 に お け る 後 端 縁 近 傍 の 形 状 も 、 胴 部 １ ０ １ の 形 状 に 合 わ せ て 、 後 端 縁 に 向 か っ て 二 段
階 に 縮 小 す る 段 差 形 状 と な っ て い る 。 こ の 段 差 形 状 に お け る 最 も 後 端 縁 側 の 段 を 構 成 す る
外 周 面 を 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ と 称 し 、 こ の 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ よ り も 前 側 の 段 を 構 成 す る 外 周
面 を 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ と 称 す る 。 但 し 、 こ の 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ の 周 方 向 に お け る 一 部 （ 図
２ に お け る 上 側 の 部 分 ） は 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ 自 体 の 軸 方 向 に 沿 っ て 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ と
面 一 な 高 さ を 保 っ た キ ー １ ０ ２ ｃ と な っ て い る 。 な お 、 胴 部 １ ０ １ の 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ の
軸 方 向 の 幅 は 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ の 軸 方 向 の 幅 と 同 じ で あ り 、 胴 部 １ ０
１ の 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ の 軸 方 向 の 幅 は 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ の 軸 方 向 の 幅
と 同 じ で あ り 、 キ ー 溝 １ ０ １ ｃ の 周 方 向 の 幅 は 、 キ ー １ ０ １ ｃ の 幅 よ り も 僅 か に 広 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 胴 部 １ ０ １ と 透 明 カ バ ー １ ０ ２ と を 互 い に 接 合 す る 前 の 状 態 に お い て 、 胴 部 １ ０ １ 及 び
透 明 カ バ ー １ ０ ２ を 体 腔 内 と 同 じ 温 度 （ 約 摂 氏 ３ ７ 度 ， 以 下 、 「 体 腔 内 温 度 」 と い う ） の
環 境 下 に 置 い た 場 合 に は 、 胴 部 の 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ の 内 径 は 、 夫 々
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、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ の 外 径 よ り も 、 僅 か に 小 さ
い 。 し か し な が ら 、 上 述 し た よ う に 、 胴 部 １ ０ １ の 線 膨 張 係 数 は 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 線 膨
張 係 数 よ り も 大 き い の で 、 図 示 せ ぬ 熱 交 換 装 置 を 用 い て 両 者 １ ０ １ ， １ ０ ２ を 加 熱 し た 場
合 に は 、 胴 部 の 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ の 内 径 は 、 夫 々 、 透 明 カ バ ー １ ０
２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ の 外 径 よ り も 、 十 分 に 大 き く な る 。 従 っ て 、
こ の 状 態 で あ れ ば 、 キ ー １ ０ ２ ｃ を キ ー 溝 １ ０ １ ｃ に 挿 入 し つ つ 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第
１ 段 面 １ ０ ２ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ を 、 胴 部 の 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ
に 嵌 め 込 む こ と が で き る 。 こ の 際 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０
２ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ と 胴 部 １ ０ １ の 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ と の 間
に は 、 夫 々 、 ク リ ア ラ ン ス が 形 成 さ れ る の で 、 た と え 作 業 者 が 非 力 で あ っ て も 、 確 実 に 作
業 を 遂 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に し て 透 明 カ バ ー １ ０ ２ を 胴 部 １ ０ １ に 嵌 め 込 ん だ 状 態 で 、 周 囲 の 温 度 を 体 腔
内 温 度 ま で 下 げ る と 、 胴 部 １ ０ １ 及 び 透 明 カ バ ー １ ０ ２ は 夫 々 収 縮 す る が 、 両 者 の 線 膨 張
係 数 の 違 い に 因 り 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 収 縮 量 よ り も 胴 部 １ ０ １ の 収 縮 量 の 方 が 十 分 に 大
き い の で 、 周 囲 の 温 度 が 体 腔 内 温 度 に 達 す る 前 に 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ
及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ の 外 径 と 胴 部 １ ０ １ の 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ の 内
径 と が 夫 々 合 致 し 、 更 に 温 度 が 下 が る と 、 胴 部 １ ０ １ の 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １
０ １ ｂ に は 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ を 夫 々 締 め 付 け る
熱 応 力 が 生 じ る と と も に 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ に
は こ れ に 対 す る 反 作 用 が 生 じ る の で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ れ ら 相 対 向 す る 力 が バ ラ ン ス
す る 径 に お い て 、 両 者 間 が 強 力 に 密 着 し 合 う の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 胴 部 １ ０ １ 及 び 透 明 カ バ ー １ ０ ２ と し て は 、 下 記 表 １ に そ の 材 料 名
及 び 線 膨 張 係 数 を 示 す 材 料 の 中 か ら 、 前 者 の 材 料 の 線 膨 張 係 数 が 後 者 の 材 料 の 線 膨 張 係 数
よ り も 大 き い と い う 条 件 の 下 に 、 任 意 に 選 択 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 表 １ ）
　 　 　 材 料 名 　 　 　 　 　 　 　 　 線 膨 張 係 数 ［ 10－ ５ cm/cm・ ℃ ］
　 　 　 ナ イ ロ ン ６ ６ 　 　 　 　 　 10
　 　 　 ポ リ ア セ タ ー ル 　 　 　 　 8.1～ 8.5
　 　 　 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 　 　 　 7.0
　 　 　 フ ッ 素 樹 脂             4.5～ 7.0
　 　 　 フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン       12
　 　 　 Ｐ Ｐ Ｏ                 2.7～ 3.1
　 　 　 リ ス ル ホ ン             5.6
　 　 　 Ａ Ｂ Ｓ                 7.0～ 13
　 　 　 ポ リ エ チ レ ン 　 　 　 　 　 12～ 14
　 　 　 ポ リ プ ロ ピ レ ン 　 　 　 　 10～ 12
　 　 　 塩 化 ビ ニ ル 　 　 　 　 　 　 6.0～ 8.0
　 　 　 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 　 　 　 　 3.0～ 7.0
　 　 　 エ ポ キ シ 樹 脂 　 　 　 　 　 4.0～ 8.0
　 　 　 シ リ コ ン 樹 脂 　 　 　 　 　 25～ 30
　 　 　 Ｆ Ｒ Ｐ 　 　 　 　 　 　 　 　 1.2～ 5.0
　 図 ２ に 戻 り 、 フ レ ー ム ２ ０ は 、 円 筒 形 の 回 路 板 で あ り 、 そ の 内 部 に お い て 撮 像 ユ ニ ッ ト
２ １ 及 び バ ッ テ リ ー ケ ー ス ２ ２ を 保 持 す る 。 　 　 　
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 撮 像 ユ ニ ッ ト ２ １ は 、 体 腔 内 の 像 を 撮 像 す る ユ ニ ッ ト で あ り 、 発 光 ダ イ オ ー ド ２ １ １ ，
対 物 光 学 系 ２ １ ２ ， 鏡 筒 ２ ０ ２ ， イ メ ー ジ セ ン サ ２ １ ３ ， 画 像 処 理 回 路 ２ １ ４ ， 及 び 撮 像
用 基 板 ２ １ ５ か ら な る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 鏡 筒 ２ ０ ２ は 対 物 光 学 系 ２ １ ２ 及 び 発 光 ダ イ オ ー ド ２ １ １ を フ レ ー ム ２ ０ 内 に 保 持 す る
た め の 枠 で あ る 。 こ の 鏡 筒 ２ ０ ２ に は 、 そ の 中 心 軸 に 沿 っ て 対 物 レ ン ズ 用 保 持 孔 ２ ０ ２ ａ
が 貫 通 し て お り 、 こ の 対 物 レ ン ズ 用 保 持 孔 ２ ０ ２ ａ を 挟 ん で 点 対 称 な 二 箇 所 に 夫 々 発 光 ダ
イ オ ー ド 用 固 定 穴 ２ ０ ２ ｂ が 穿 た れ て い る 。 鏡 筒 ２ ０ ２ 上 の 対 物 レ ン ズ 用 保 持 孔 ２ ０ ２ ａ
に は 対 物 光 学 系 ２ １ ２ を 構 成 す る 複 数 の レ ン ズ が 、 ま た 、 各 発 光 ダ イ オ ー ド 用 固 定 穴 ２ ０
２ ｂ に は 、 夫 々 発 光 ダ イ オ ー ド ２ １ １ が 、 嵌 め 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 発 光 ダ イ オ ー ド ２ １ １ と し て は 、 白 色 光 を 発 光 す る 高 輝 度 タ イ プ の 発 光 ダ イ オ ー ド が
用 い ら れ て い る 。 各 発 光 ダ イ オ ー ド ２ １ １ は 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス ２ ２ 中 の バ ッ テ リ ー ２ ２
０ か ら の 駆 動 電 流 が 供 給 さ れ る こ と に よ っ て 発 光 し 、 カ プ セ ル 内 視 鏡 １ が 体 腔 内 に 導 入 さ
れ た 時 に は 、 体 腔 内 を 照 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 対 物 光 学 系 ２ １ ２ は 、 体 腔 内 の 像 を 結 ぶ た め の 光 学 系 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 イ メ ー ジ セ ン サ ２ １ ３ は 、 対 物 光 学 系 ２ １ ２ に よ っ て そ の 撮 像 面 上 に 結 ば れ た 像 を 光 電
変 換 す る Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 撮 像 素 子 で あ り 、 体 腔 内 の 像 を 電 気 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 画 像 処 理 回 路 ２ １ ４ は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ １ ３ に て 変 換 さ れ た 電 気 信 号 を 取 得 し て 、 こ
の 電 気 信 号 に 対 し て ノ イ ズ 除 去 等 の 処 理 ， 及 び Ａ ／ Ｄ 変 換 処 理 を 施 し て 、 画 像 信 号 と し て
出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 撮 像 用 基 板 ２ １ ５ は 、 イ メ ー ジ セ ン サ ２ １ ３ と 画 像 処 理 回 路 ２ １ ４ と を 実 装 す る こ と に
よ り 、 こ れ ら の 回 路 部 品 を 電 気 的 に 接 続 す る と と も に 機 械 的 に 保 持 す る プ リ ン ト 基 板 で あ
る 。 こ の 撮 像 用 基 板 ２ １ ５ に お け る 画 像 処 理 回 路 ２ １ ４ が 実 装 さ れ て い る 面 の 裏 側 の 後 端
面 に は 、 後 述 す る バ ッ テ リ ー ２ ２ ０ の 陽 極 と 接 触 す る 電 極 で あ る 陽 極 接 触 部 ２ ２ １ が 実 装
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 バ ッ テ リ ー ケ ー ス ２ ２ は 、 そ の 内 側 の 空 間 に バ ッ テ リ ー ２ ２ ０ を 収 納 し 、 そ の 開 口 端 を
撮 像 用 基 板 ２ １ ５ に 向 け て 、 フ レ ー ム ２ ０ の 内 部 に 挿 入 さ れ て い る 。 こ の バ ッ テ リ ー ケ ー
ス ２ ２ 内 部 の 底 面 に は 、 バ ッ テ リ ー ２ ２ ０ の 陰 極 と 接 触 す る バ ネ 状 の 電 極 で あ る 陰 極 接 触
部 ２ ２ ２ が 、 実 装 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の バ ッ テ リ ー ケ ー ス ２ ２ の 後 端 面 に は 、 送 信 回 路
２ ３ 及 び 電 源 ス イ ッ チ 回 路 ２ ４ が 実 装 さ れ て い る 。 な お 、 陰 極 接 触 部 ２ ２ ２ は 、 電 源 ス イ
ッ チ 回 路 ２ ４ を 介 し て 、 各 回 路 部 品 の グ ラ ン ド 電 極 に 導 通 し て い る 。 こ れ ら 各 回 路 部 品 の
電 源 電 極 は 、 陽 極 接 触 部 ２ ２ １ に 導 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 送 信 回 路 ２ ３ は 、 画 像 処 理 回 路 ２ １ ４ か ら 入 力 さ れ た 画 像 信 号 を 、 予 め 割 り 当 て ら れ た
周 波 数 帯 域 の 搬 送 波 に 乗 せ （ 変 調 ） 、 増 幅 等 の 処 理 を 施 し た 上 で 、 ア ン テ ナ か ら 無 線 送 信
す る 回 路 部 品 で あ る 。
【 実 施 形 態 ２ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で あ る カ プ セ ル 内 視 鏡 １ は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の カ プ セ ル
内 視 鏡 １ と 比 較 し て 、 胴 部 １ ０ １ の 材 料 の 方 が 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 材 料 よ り も 線 膨 張 係 数
が 小 さ く 、 熱 交 換 機 に よ っ て こ れ ら 胴 部 １ ０ １ 及 び 透 明 カ バ ー １ ０ ２ を 冷 却 し な が ら 組 み
立 て る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 即 ち 、 胴 部 １ ０ １ と 透 明 カ バ ー １ ０ ２ と を 互 い に 接 合 す る 前 の 状 態 に お い て 、 胴 部 １ ０
１ 及 び 透 明 カ バ ー １ ０ ２ を 体 腔 内 温 度 の 環 境 下 に 置 い た 場 合 に は 、 胴 部 の 第 １ 段 面 １ ０ １
ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ の 内 径 は 、 夫 々 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ 及 び 第 ２
段 面 １ ０ ２ ｂ の 外 径 よ り も 、 僅 か に 小 さ い 。 し か し な が ら 、 上 述 し た よ う に 、 胴 部 １ ０ １
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の 線 膨 張 係 数 は 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 線 膨 張 係 数 よ り も 小 さ い の で 、 図 示 せ ぬ 熱 交 換 装 置 を
用 い て 両 者 １ ０ １ ， １ ０ ２ を 冷 却 し た 場 合 に は 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ 及
び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ の 外 径 は 、 胴 部 の 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ の 内 径 よ り
も 、 十 分 に 小 さ く な る 。 従 っ て 、 こ の 状 態 で あ れ ば 、 キ ー １ ０ ２ ｃ を キ ー 溝 １ ０ １ ｃ に 挿
入 し つ つ 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ を 、 胴 部 の 第 １ 段
面 １ ０ １ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ に 嵌 め 込 む こ と が で き る 。 こ の 際 、 図 ３ に 示 す よ う に 、
透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ と 胴 部 １ ０ １ の 第 １ 段 面 １ ０
１ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ と の 間 に は 、 夫 々 、 ク リ ア ラ ン ス が 形 成 さ れ る の で 、 た と え 作
業 者 が 非 力 で あ っ て も 、 確 実 に 作 業 を 遂 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に し て 透 明 カ バ ー １ ０ ２ を 胴 部 １ ０ １ に 嵌 め 込 ん だ 状 態 で 、 周 囲 の 温 度 を 体 腔
内 温 度 ま で 上 げ る と 、 胴 部 １ ０ １ 及 び 透 明 カ バ ー １ ０ ２ は 夫 々 膨 張 す る が 、 両 者 の 線 膨 張
係 数 の 違 い に 因 り 、 胴 部 １ ０ １ の 膨 張 量 よ り も 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 膨 張 量 の 方 が 十 分 に 大
き い の で 、 周 囲 の 温 度 が 体 腔 内 温 度 に 達 す る 前 に 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ
及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ の 外 径 と 胴 部 １ ０ １ の 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ １ ｂ の 内
径 と が 夫 々 合 致 し 、 更 に 温 度 が 上 が る と 、 胴 部 １ ０ １ の 第 １ 段 面 １ ０ １ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １
０ １ ｂ に は 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ を 夫 々 締 め 付 け る
熱 応 力 が 生 じ る と と も に 、 透 明 カ バ ー １ ０ ２ の 第 １ 段 面 １ ０ ２ ａ 及 び 第 ２ 段 面 １ ０ ２ ｂ に
は こ れ に 対 す る 反 作 用 が 生 じ る の で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ れ ら 相 対 向 す る 力 が バ ラ ン ス
す る 径 に お い て 、 両 者 間 が 強 力 に 密 着 し 合 う の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 第 ２ 実 施 形 態 に よ る カ プ セ ル 内 視 鏡 １ ’ の そ の 他 の 構 成 及 び 効 果 は 、 上 述 し た 第 １ 実
施 形 態 に よ る カ プ セ ル 内 視 鏡 １ と 同 じ で あ る の で 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 カ プ セ ル 内 視 鏡 の 縦 断 面 図
【 図 ２ 】 組 立 時 に お け る 透 明 カ バ ー の 分 解 段 面 図
【 図 ３ 】 胴 部 及 び 透 明 カ バ ー を 嵌 め 合 わ せ た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図
【 図 ４ 】 体 腔 内 温 度 環 境 下 に お け る カ プ セ ル 縦 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 １ 　 　 　 　 カ プ セ ル 内 視 鏡
　 １ ０ 　 　 　 　 カ プ セ ル
　 ２ ２ 　 　 　 　 バ ッ テ リ ー
　 ２ ３ 　 　 　 　 送 信 回 路
　 ２ ４ 　 　 　 　 電 源 ス イ ッ チ 回 路
　 ２ ６ 　 　 　 　 回 路 系
１ ０ １ 　 　 　 　 胴 部
１ ０ ２ 　 　 　 　 透 明 カ バ ー
２ １ １ 　 　 　 　 発 光 ダ イ オ ー ド
２ １ ３ 　 　 　 　 撮 像 素 子
２ １ ４ 　 　 　 　 画 像 処 理 回 路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(9) JP 2006-230680 A 2006.9.7



专利名称(译) 胶囊医疗器械

公开(公告)号 JP2006230680A 公开(公告)日 2006-09-07

申请号 JP2005048885 申请日 2005-02-24

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 金澤昌史

发明人 金澤 昌史

IPC分类号 A61B1/00 A61B5/07

CPC分类号 A61B1/041

FI分类号 A61B1/00.320.B A61B5/07 A61B1/00.C A61B1/00.610

F-TERM分类号 4C038/CC03 4C038/CC05 4C038/CC10 4C061/AA01 4C061/AA04 4C061/BB02 4C061/CC06 4C061
/FF00 4C061/JJ03 4C061/JJ06 4C061/JJ13 4C161/AA01 4C161/AA04 4C161/BB02 4C161/CC06 
4C161/DD07 4C161/FF00 4C161/FF17 4C161/JJ03 4C161/JJ06 4C161/JJ13

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种胶囊型医疗装置，即使操作员虚弱，也能够可
靠地将形成胶囊的部件彼此密封。 在主体部分101的开口端的内边缘处
设置有台阶，该主体部分具有一端封闭的圆柱形状。 类似地，在具有封
闭的一端的半球形或圆柱形透明盖102的开口端的外边缘处提供具有与主
体的台阶相同的宽度的台阶。 主体101由具有比透明盖102大的线性膨胀
系数的材料制成。 当主体101和透明盖102彼此分离并置于体腔温度的环
境中时，主体101的台阶的内表面的内径小于透明盖102的外表面的外
径。 。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/becf76c0-a1bd-4081-b25e-697b9cd3048a
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037038966/publication/JP2006230680A?q=JP2006230680A

